
令和４年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の実施状況、事業実績及び効果検証

交付金充当額

1
行政事務のデジタ
ル化に伴うペー
パーレス対策事業

①行政事務のデジタル化を推進し、会議資料・押印
を減らす目的でのペーパーレス化を行う事で、
SDGｓを目的とした資源の削減を実施する。また、
直接資料のやり取りを行わないことで新型コロナ
ウイルス感染症の感染リスクを減少させる。
②会議用のタブレット端末一式

R4.4.1 R5.3.31 12,379,972 12,200,000

オンライン会議システム
R４．１１月　委託契約締結
R5.3月　変更契約
R5.3月　導入完了につき事業
終了
年末調整システム
R5.3月　委託契約締結
R5.3月　導入完了につき事業
終了
電子契約システム
R5.1月　見積入札
R5.1月　委託契約締結
R5.3月　導入完了につき事業
終了

オンライン会議システム
初期契約額
10,969,992円
変更契約後
11,680,372円
年末調整システム
396,000円
電子契約システム
303,600円

R2年度に導入したオンライ
ン会議システムの拡充を
行った。それにより一層の
ソーシャルディスタンスが
実施できた。
年末調整システムにより職
員間の直接のやり取りを減
らし、感染症対策を実施で
きた。
電子契約システムにより事
業者との直接のやり取りを
減らし、感染症対策を実施
できた。

総務課

2
公共空間の衛生確
保事業

①新型コロナウイルス感染症のクラスター発生防
止を目的に、同居家族等が濃厚接触者となった職
員や高齢者を含む町民と直接接する窓口職員等を
対象に自己検査を推進するため、抗原検査キット
を配布する。また、選挙時の投票所において投票
用紙の手渡しを無くし、選挙事務従事者と投票人
との接触を避けるために投票用紙自動交付機を導
入する。加えて、庁舎内をより衛生的環境にするた
め、抗菌対応カーペット等を整備する。これらの対
策を講じ、新型コロナウイルス感染リスクを減少さ
せる。
②職員用抗原検査キット購入、投票用紙自動交付
機

R4.4.1 R5.3.31 5,832,486 5,700,000

R5.３月見積入札
R5.3月31日事業完了

・抗菌カーペット　3箇所
952,600円
・抗菌畳表：23枚×
11,500円＝264,500円

室内のカーペット及び畳を
整備したことにより、来庁
者及び職員間の庁舎内での
感染拡大の防止が図られ
た。

総務課

3
公共的空間安全・安
心確保事業

①多人数が会議等で使用する施設の音響設備を整
備することで、マイクの持ち回り使用などの利用者
同士の接触機会を減らし、新型コロナウイルス感染
リスクを減少させる。加えて、会議等でのマスク着
用時の発言の聴き取り難さの解消を図る。
②ワイヤレスマイク等の購入費用

R4.6.10 R4.7.22 764,940 760,000

R4.6月見積入札
R4.7月22日事業完了

・ワイヤレス混合器：
92,400円×1台＝
92,400円
・ワイヤレスユニット：
213,000円×1台＝
213,000円
・増設用ユニット： 63,000
円×2台＝126,000円
・ワイヤレスユニット：
128,500円×1台＝
128,500円
・ワイヤレスユニット：
63,000円×1台＝
63,000円
・ワイヤレスマイク：
45,200円×2本＝
90,400円
・ピンマイク：51,640円×1
本＝51,640円

多人数が会議等で利用する
音響設備を整備したことに
より、マイクを通じた感染拡
大の防止が図られた。

総務課

4

上球磨消防組合の
救急活動等におけ
る感染防止対策費
負担金

①庁舎及び救急車による緊急搬送時の感染対策と
して、マスクや防護服等の資材を購入する経費を
関係４町村で負担する。新型コロナウイルス感染防
止対策を強化することで、緊急搬送患者や付添人
の感染防止を図るとともに、救急隊員が安心して
救助活動に専念できる環境を整備する。
②消耗品（感染防止衣・感染防護服・ニトリルグロー
ブ・サージカルマスク等）購入経費に係る多良木町
負担金

R4.12.5 R4.12.16 197,000 90,000

R4.4.1～　各備品等購入
R4.12.5　備品等購入完了
R4.12.16　事業完了

上球磨消防組合への負担金
マスク、感染防止衣等の購
入

マスク、感染防止衣等の購
入をいちはやくすること
で、上球磨消防組合内や救
急車内での感染拡大防止に
寄与した。

危機管理防災課

5
新型コロナウイルス
感染症に対応した
避難所等整備事業

①現在町の指定避難所である町民体育館敷地内
に災害用の備蓄倉庫がないため、間仕切りや段
ボールベッド等感染を予防する物資の搬入に時間
を要し、感染リスクが高くなることが想定される。
大規模災害時に開設する指定避難所の早期運営体
制及び新型コロナウイルス感染症に対応した避難
所環境を確立するため、避難所敷地内に備蓄倉庫
の整備を行い、併せて、備蓄物資の搬入作業のス
ピード化及び避難所の密状態の解消を図るため、
避難所出入口の設置及び備蓄物資運搬車を導入
する。これにより、迅速に避難所を開設するととも
に、避難者や職員などの人との接触機会を最小限
に抑え、新型コロナウイルスの感染リスクを減少さ
せる。
②避難所、備蓄倉庫の整備、運搬車の購入費用

R4.7.7 R5.1.6 10,585,301 10,500,000

R4.7.7～R4.9.29　各物品契
約締結
R4.7.7～R4.10.26　各業務
委託契約締結
R4.11.8　委託業務完了
R4.12.8　物品納入完了
R5.1.6　事業完了

備蓄倉庫　１基
避難所入口スロープ化　1
箇所
物資運搬車　1台

最大規模の指定避難所に災
害用備蓄倉庫を整備したた
め、大規模災害時に開設す
る指定避難所の早期運営体
制及び新型コロナウイルス
感染症に対応した避難所環
境が確立できた。また、指
定避難所出入口の改修及
び備蓄物資運搬車を導入し
たことにより、避難所開設
の迅速化、避難者や職員な
どの人との接触機会を最小
限に抑え、新型コロナウイル
スの感染リスクを減少させ
ることに寄与した。

危機管理防災課

6

新型コロナウイルス
感染症に対応した
避難者用トイレ等整
備事業

①大規模災害時の車中泊による避難者対策とし
て、新型コロナ感染症対策を施したトイレ及びシャ
ワー室を整備し、避難者の感染リスクを減少させ
る。トイレについては近隣のトイレが混雑し、密に
なっている状況であるため新規にトイレを建設し、
トイレ使用者を分散させ、人との接触機会を減ら
し、併せて手洗い蛇口や便器、照明を感知式にする
ことで器具への接触機会を減少させ、新型コロナ
ウイルス感染リスクを減らす。シャワー室について
は現在本町では避難者用シャワーが無いため、避
難生活の衛生環境の悪化と感染リスクが高まるた
め、新規にシャワー室を設置することで避難者の衛
生環境を保ち新型コロナウイルスの感染リスクを
減少させる。
②　避難者用トイレ整備費用

R4.12.6 R4.7.7 38,117,467 37,000,000

R4.7.26　トイレ業務委託契約
締結
R4.11.8　業務委託完了
R4.12.6～R5.4.21　各工事
契約締結
R5.5.22～R5.5.25　工事完
了
R5.7.7　事業完了

車中泊用防災トイレ　1棟 大規模災害時の車中泊によ
る避難者対策として、新型
コロナ感染症対策を施した
トイレ及びシャワー室を整
備し、被災者の生活環境改
善に繋げることができた。
トイレについては近隣のトイ
レが混雑し、密になってい
る状況であるため新規にト
イレを建設したことにより、
トイレ使用者を分散させ、人
との接触機会を減らし、併
せて手洗い蛇口や便器、照
明を感知式にすることで器
具への接触機会を減少さ
せ、新型コロナウイルス感染
リスク減少にも寄与してい
る。シャワー室については
現在本町では避難者用シャ
ワーが無く、避難生活の衛
生環境の悪化及び感染リス
クが高い状況であったが、
シャワー室を整備したこと
で避難者の衛生環境を保ち
新型コロナウイルスの感染
リスクを減少させたことに
寄与する。

危機管理防災課

7

新型コロナウイルス
感染症対策地域公
共交通事業者支援
事業（事業者支援
分）

①コロナ禍における緊急事態宣言やまん延防止等
重点措置により、経済活動への影響を受けている
地域交通事業者に対し、事業者支援金を給付し、安
定的な事業が維持できるよう支援を行う。（基本的
対処⽅針（令和３年８⽉25⽇変更）66ページ⽬、
三（５）に該当）
②各自治体の負担額（負担割合はくま川鉄道㈱に
対する経営安定化補助金の負担割合により算出）

R4.4.1 R4.9.16 776,000 770,000

R4.8.1交付申請
R4.8.８交付決定
R4.9.16支払いにより事業完了

支援団体　１団体
交付額　776,000円

事業継続を支援し、地域公
共交通の将来にわたる安定
的な運行及び町民等の移動
手段の確保に繋げることが
できた。

企画観光課

担当課事業名 事業始期 効果検証

実績額（単位：円）

総事業費
No

事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業終期 実施状況 事業実績
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8

新型コロナウイルス
感染症対策地域公
共交通事業者支援
事業（原油価格・物
価高騰対応分）

①令和３年度においてコロナ禍による緊急事態宣
言やまん延防止等重点措置により、経済活動への
影響を受け、更には燃油価格の高騰を受けながら
も、住民生活や経済活動を支えている地域交通事
業者に対し、事業者支援金を給付し、安定的な事業
が維持できるよう支援を行う。
②各自治体の負担額（負担割合はくま川鉄道㈱に
対する経営安定化補助金の負担割合により算出）

R4.8.3 R4.9.16 776,000 770,000

R4.8.1交付申請
R4.8.８交付決定
R4.9.16支払いにより事業完了

支援団体　１団体
交付額　776,000円

原油価格、物価高騰の影響
を受けた事業者を支援する
ことにより、安定した運行
ができ町民の移動手段の維
持に繋げることができた。

企画観光課

9
シンボル魅力度向
上プロジェクト事業

①簡易宿泊施設ブルートレインたらぎ（通称ブルト
レ）を核にしたイベント、商品開発等を行うことで、
新型コロナウイルス感染症により減少した宿泊者
及び観光客を回復させる。また、農産物や歴史遺
産などの町の地域資源の価値が注目されている現
状を活かし、町内を周遊するフットパスなどの体験
型コンテンツをブラッシュアップし、ブルトレのイベ
ント等と併せて実施することで、観光客の増加に繋
げる。加えて、SNS等での情報発信力の高い宿泊
者及び観光客の集客を促すことで、農産物や歴史
遺産、体験型コンテンツ等の町の魅力を全国に発
信する機会を増やし、観光客の誘客に繋げ、地域経
済の活性化を図る。
②ブルートレイン集客に係る経費
　　町内周遊活性化に係る経費

R4.7.30 R5.3.30 4,736,434 4,600,000

ブルートレインタオル
R5.3.10納入
R5.4.7支払完了
乗車券印刷
R4.7.29納入
R5.2.10支払完了
ブルートレインチラシ印刷
R4.12.23納入
R5.2.17支払完了
ブルートレインポスター印刷
R4.12.23納入
R5.2.17支払完了
ブルートレイン鉄印帳印刷
R5.1.13支払
観光パンフレット印刷
R4.10.14発注
R4.12.2支払完了
企画展ポスター、チラシ印刷
R4.7.28支払完了
R4.9.16支払完了
シンポジュウムポスター、チラシ
印刷
R4.9.29支払完了
奥球磨たらぎ観光ガイドマップ
印刷
R5.2.24納入
R5.4.14支払完了
ブルートレイン客室整備
R5.3.31完了
R5.4.20支払完了
ブルートレイン弁当レシピ製作委
託
R4.9.1契約締結

ブルートレインタオル
200枚
企画展及びシンポジュウム
開催
乗車券印刷　6,000枚
ブルートレインチラシ印刷
2,500枚
ブルートレインポスター印
刷　100枚
ブルートレイン鉄印帳印刷
観光パンフレット印刷
5000部
企画展ポスター、チラシ印
刷
300枚、3000枚
シンポジュウムポスター、チ
ラシ印刷
200枚、2000枚
奥球磨たらぎ観光ガイド
マップ印刷
5000枚
ブルートレイン客室整備一
式
ブルートレイン弁当レシピ製
作一式
フットパス委託コース開発
歴史遺産体験開発
インフルエンサー誘致
歴史体験開発用PC一式
ブルートレイン利便性向上
用具一式
謝金　4人
SNS広告費一式

町の最大の魅力であるブ
ルートレインをフックにその
魅力を発信する各種事業を
実施した。各種の周知によ
り、多良木町の魅力の発信
ができ、アフターコロナにむ
けた観光PRを実施するこ
とができた。

企画観光課

10
交流館石倉換気空
調システム改修事業

①多人数が文化活動や地域活動等で使用する施設
の換気空調システムを整備し、換気機能を向上さ
せ、新型コロナウイルスの感染リスクを減少させ
る。
②換気空調システム整備経費

R4.9.1 R5.2.24 21,890,000 11,800,000

R4.9.6改修設計業務委託契約
R4.10.31しゅん功
R4.12.21支払完了
R4.12.13改修監理委託契約
R5.2.24しゅん功
R5.2.28支払完了
R4.12.2システム改修工事契約
R5.2.10しゅん功
R5.2.24支払完了

空冷ヒートポンプエアコン：
５台
排気ファン：6台
給気ファン：6台
全熱交換機：４台

　施設の換気能力が向上し
たことで、施設利用者への
安心で快適な換気・空調環
境が整備された。

企画観光課

11
保健センター換気
空調システム整備事
業

①　住民健診を行う保健センターにおいて施設の
換気空調システムを整備し、換気機能を向上させ
健診時等の新型コロナウイルスの感染リスクを減
少させる。
②　空調及び換気設備整備費用
　　 換気付エアコン購入費用

R4.9.5 R5.3.30 32,981,630 32,800,000

【換気付エアコン等整備】
家庭用換気機能付きエアコン
R4.11.17設置
【空調システム改修】
R4.9.5設計業務委託契約締結
R4.11.8設計業務竣工検査
R4.12.1工事請負契約締結
R5.3.23工事竣工検査

【換気付エアコン等整備】
家庭用換気機能付き
6畳用　2台
20畳　2台
【空調システム改修】
マルチエアコン
3.6ｋｗ～56.0ｋｗ　17台
全熱交換器
350㎥～650㎥　3台
その他空調設備工事一式

保健センターの空調システ
ムを全面的に改修したこと
により、来庁者への安全で
快適な換気・空調環境が整
備され、感染防止対策をし
ながら住民健診を実施する
ことができた。

住民ほけん課

12
住民健診安全・安心
空間確保事業

①　保健センターで行う住民健診で、コロナ禍にお
ける３密対策として検診車台数を増台し、また車内
の利用人数を1/2に制限することで受診人数を分
散させ、住民が安心・安全に受けられるように空間
の安全を確保する。
②　増台した検診車の移動のための費用（高速料
金・燃料代）

R4.4.1 R5.2.10 147,636 100,000

【住民健診日程】
4/14～15、4/18～22、
4/24～26、10/31～11/1の
合計12日間実施

【検診車車両追加経費】
高速料金計：69,140円
燃料費計：78,496円
合計：147,636円
（大型車2台、中型車22
台、普通車2台分）

検診車を増台することで受
診者を分散させることがで
きた。また、検診車内の利
用人数を制限することで空
間の安全を確保し、感染防
止対策となり、健診受診者
の安心・安全につなげるこ
とができた。

住民ほけん課

13

新型コロナウイルス
感染症に対応した
生活困窮者・障害者
等支援事業

①新型コロナウィルス感染症拡大防止対応のた
め、通所や施設に入所して制限のある生活を送っ
ている障がいがある方や精神的な理由から生活支
援が必要な方等へ、迅速な訪問やオンラインでの
調査等を行うことで、状況を把握し、適切な福祉
サービスの提供や生活支援を行うなど、福祉の充
実を図る。
②調査員（会計年度任用職員）の雇用に関する経費

R4.4.1 R5.3.31 3,395,036 3,300,000

①
R4.6.13　物品購入契約締結
R4.9.15　物品購入完了
②
R4.4.1～R5.3.31　調査員（会
計年度任用職員）として1名勤務

①
訪問調査用公用車
　　　        1,124,526円
②
1週間当たりの勤務日数
　35時間
月額　　　　　 138,012円
その他手当　308,590円
共済費　      305,776円

迅速な訪問やオンラインで
の調査等を行い、障がいの
ある方や生活困窮者等の状
況を把握し、適切な福祉
サービスの提供や生活支援
を行うことで、対象者のス
トレス緩和を図ることが出
来た。

福祉課

14
子ども医療費扶助
事業電算システム改
修委託料

①償還払いとしている方が、システム改修をするこ
とで、直接窓口で申請する必要がなくなるため、申
請者と職員との接触機会を減らし、新型コロナウイ
ルス感染リスクを減らす。
②システム改修委託料

R4.6.7 R5.2.24 264,000 260,000

R4.6.7～R5.1.31　契約
R5.2.24　検収書提出にて事業
完了

委託料　264,000円 窓口に申請に来られる方が
非常に少なくなり、申請者
と職員との接触機会が減
り、感染リスクを減らすこと
ができた。

福祉課

15
子ども・子育て支援
交付金

①学童クラブ施設における新型コロナウイルス感
染拡大を防ぐために必要なマスク・消毒液等を購
入し、新しい生活様式に対応した施設の整備促進
を図り、人との接触機会を減らし、新型コロナウイ
ルス感染リスクを減少させる。
②町内の学童クラブへの委託料

R4.4.1 R5.3.31 400,000 100,000

R５.３.30　放課後児童健全育成
事業変更委託契約締結
R5.３.31　事業完了

委託料　400,000円
（コロナ対策消耗品費分）
対象施設：４ヶ所

学童で購入してもらうマス
クや消毒液等の消耗品費を
委託料として支払うこと
で、各学童の経済的負担の
軽減になった。
また、感染拡大を防ぐこと
ができた。

福祉課

16
保育対策総合支援
事業費補助金

①保育園における新型コロナウイルス感染拡大を
防ぐために必要な衛生用品の購入費を補助するこ
とで、新しい生活様式に対応した施設の整備促進
を図るとともに各保育園の負担を軽減し、保育従
事者、園児及び保護者が安心して利用できる保育
環境づくりに寄与する。
②町内の保育園への補助金

R4.4.1 R5.3.31 2,200,000 1,000,000

R5.2.1　交付申請受付
R5.2.3　交付決定
R5.3.31　事業完了

補助金　2,200,000円
（コロナ対策消耗品費）
対象施設：５ヶ所

保育園で購入してもらうマ
スクや消毒液等の消耗品費
を委託料として支払うこと
で、各保育園の経済的負担
の軽減になった。
また、感染拡大を防ぐこと
ができた。

福祉課

17
地域少子化対策重
点推進交付金

①コロナ禍において、これから子育て世代となる若
者の経済的な負担感を軽減し、新しい生活様式に
対応した結婚・出産・子育てが安心してできる支援
を目的とする。
②補助金

R4.4.1 R5.3.31 87,000 10,000

R5.2.８　交付申請受付
R5.2.15　交付決定
R5.3.10　支払完了

補助金　87,000円 経済的な負担の軽減となっ
た。

福祉課

18
保育対策総合支援
事業費補助金

①保育園における新型コロナウイルス感染拡大を
防ぐために、水道を自動水栓にすることで、手洗い
時等での蛇口を介した園児及び保育従事者の接触
機会を減少させ、新型コロナウイルス感染リスクを
減らす。
②保育園への補助金

R4.4.1 R5.3.17 2,780,000 900,000

R4.7.29　交付申請受付
R5.2.3　交付確定
R5.3.17　事業完了

補助金　2,780,000円
（自動水栓化事業費）
対象施設：５ヶ所

手洗い時等での蛇口を介し
た園児及び保育従事者の接
触機会を減少させ、感染リ
スクを減らすことができ
た。 福祉課



令和４年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の実施状況、事業実績及び効果検証

交付金充当額

担当課事業名 事業始期 効果検証
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総事業費
No

事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業終期 実施状況 事業実績

R５.３.30　放課後児童健全育成
事業変更委託契約締結
R5.3.31　事業完了

委託料　869,000円
対象施設：３ヶ所

手洗い時等での蛇口を介し
た児童及び指導員の接触機
会を減少させ、感染リスク
を減らすことができた。

福祉課

R4.10月見積入札
R5.2月10日事業完了

役場庁舎、多目的研修セン
ター
・82,000円×1箇所×
1.1：90,200円（庁舎多目
的トイレ）
・95,000円×1箇所×
1.1：104,500円（庁舎議
員控室）
・95,000円×19箇所×
1.1：1,985,500円（庁舎
男女トイレ）
・74,000円×8箇所×
1.1：651,200円（庁舎男
女更衣室）
・74,000円×6箇所×
1.1：488,400円（研修セ
ンター男女トイレ）
・95,500円×4箇所×
1.1：420,200円（研修セ
ンター洗面所）

多人数が利用する施設の水
道蛇口を手動から自動にし
たことで、手洗い時等での
蛇口を通じた感染拡大の防
止が図られた。

総務課

水道蛇口自動水栓化
R5.3.29事業完了

診察室　5箇所
トイレ　　5箇所
洗面所　1箇所
合計　　11箇所

保健センターの水道蛇口を
自動化することにより、手
洗い時等での蛇口を介した
人の接触機会を減少させ、
感染リスクを減らすことが
できた。

住民ほけん課

Ｒ５.１.20見積入札
Ｒ５.２.１３事業完了

町民体育館　１箇所
陸上競技場　２箇所

水道蛇口を自動水栓化した
ことで、手洗い時の蛇口を
接触することが無くなった
ため、感染リスクの軽減が
図られた。

生涯学習課

20
酪農飼料高騰特別
対策事業

①コロナ禍において、高騰し続ける外国産飼料に
よって経営が危機的状況である酪農家に対し、飼
料購入費用を支援することによって、経営を継続
させ、食料の安定供給を図る。
②ア　飼料頭数に飼料購入増加額（※１）に経営規
模に応じた上限額を設定
　 イ　出荷乳量に交付単価（※２）を乗じた額に経
営規模に応じた上限額を設定
　 ア・イ合算額を支援金として交付（ア・イそれぞれ
に上限設定あり）
※１：成牛１頭当たり15,000円
※２：乳量１㎏当たり３円

R4.9.26 R4.10.20 16,147,000 16,000,000

R4.9.26要綱制定、事業開始
R4.10.20交付完了

対象戸数：11戸
飼養頭数：744頭

コロナ禍の外食控えの影響
による牛乳の廃棄や飼料価
格の高騰と経営状況が厳し
い中、事業者の事業継続を
支援することができた。

産業振興課

21
施設園芸燃油高騰
特別対策事業

①コロナ禍において高止まりしている燃油価格に
より、生産コストが急上昇し、農家の経営状況が逼
迫している。そこでハウス加温に使用する燃油等の
購入及び燃油使用料を削減できる取組に対する支
援を行うことで、経営を継続させ食料の安定供給
を図る。
　また、燃油と併せて農業生産資材の高騰といった
二重苦により、特に施設園芸作物の産地化が途絶
えてしまう可能性が高まってきているため、資機材
の導入等を支援することで、影響の最小化と産地
化の維持を図る。

②ア　A重油及び灯油等の価格高騰に対する支援
（令和３年度購入分）購入した燃油等1リットルに交
付単価15円を乗じて得た額
　イ　施設の保温効果を高める資材等の購入費用
に対する支援
　　　　資材購入費の2/3以内
　ウ　燃油を使用する園芸施設の資材・機材の導入
及び施工費に伴う経費
　　　　対象経費の1/2以内

R4.10.20 R5.9.28 13,639,000 11,748,000

R4.10.20要綱制定
R4.11.9回覧にて周知
R5.3.30要綱一部改正

ア　燃油購入費支援
　26戸
イ　資材等購入費支援
　16戸
ウ　資機材導入支援
　5戸

燃油・資材高騰による厳し
い経営状況の中、事業者の
事業継続を支援することが
できた。

産業振興課

22
家畜飼料高騰特別
対策事業

①コロナ禍において、家畜飼料の高騰によって経
営が危ぶまれている畜産
農家（酪農家を除く）に対し、飼料購入費用を支援
することによって、経営を
継続させ、食料の安定供給を図る。

②飼養頭数（畜種及び月齢毎に頭数換算）に応じ、
600千円以内を交付
　

R4.10.6 R4.12.22 10,450,000 10,400,000

R4.10.6要綱制定 対象農家：58戸
飼養頭数頭
繁殖牛：995頭
肥育牛：116頭
乳牛：13頭
養鶏：44,000羽
雉：3,850羽

飼料価格の高騰と子牛価格
の下落の厳しい状況の中、
事業者の事業継続を支援す
ることができた。

産業振興課

23
時短要請協力金事
業

①新型コロナウイルス感染症「まん延防止重点措
置」の適用等により休業又は時短営業に応じた事
業者へ県から給付される協力金のうち一部を負担
（国８、県１、町１）
②時短営業に応じた事業者に対する一時金

R4.8.3 R4.10.20 7,559,400 7,500,000

R3.5.14　県と協定書締結
R4.1.21～R4.3.12飲食店等
への時短要請（第6波）
R4.10.7　県から町負担分の納
付依頼
R4.10.20　支払完了

第７期
　要請日数24日　支給対象
46件　3,004,800円
第８期
　要請日数36日
支給対象45件
4,554,600円

協力金を支給し、自粛・時短
営業に協力していただいた
ことで、感染症の拡大防
止、事業継続の支援に繋
がった。 産業振興課

24
教育施設感染症対
応水道蛇口整備事
業

①　学校施設における水道蛇口を自動水栓化する
ことにより、児童生徒及び教師の接触する機会を
減らし、安心して利用できる教育環境を整え、新型
コロナウイルス感染症の感染拡大防止を図る。
②　自動水栓化のための工事請負費

R4.8.29 R4.12.28 5,360,005 5,300,000

R4.8.1早川電気㈱と工事請負
契約締結
R4.12.28事業完了

自動水栓
多良木小学校４６箇所
久米小学校18箇所
黒肥地小学校24箇所
柳野分校6箇所
計９４箇所

水道蛇口への接触をなくす
ことで、新型コロナウイルス
感染拡大を防ぎ、新型コロ
ナウイルスのクラスター発
生を０件にすることができ
た。

生涯学習課

25
教育施設の換気空
調システム設置事業

①　学校施設等において換気設備、空調設備等の
対応を強化し、「新たな生活様式」に適応させ、新
型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を図る。
②　換気付エアコン整備費用

R4.10.14 R5.3.31 7,815,280 7,700,000

R4.10.20～R5.3.17各物品
と契約
R5.3.31備品購入完了

換気付エアコン
多良木小学校１台
久米小学校３台
学校給食センター２台

「換気の悪い密閉空間」を改
善することで、学校内での
新型コロナウイルスのクラ
スター発生を０件にするこ
とができた。

生涯学習課

5,772,800 5,700,000

①役場庁舎、多目的研修センター、社会体育施設
及び学童クラブ施設等の水道蛇口を手動から自動
にすることで、手洗い時等での蛇口を介した人の
接触機会を減少させ、新型コロナウイルス感染リス
クを減らす。
②委託料、修繕料、補助金

新型コロナウイルス
感染症対応水道蛇

口整備事業
19 R4.8.3 R5.1.6
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26
教育施設における
衛生確保事業

①学校施設の整備を図り、児童生徒及び職員の直
接的な接触機会や密状態を減少させ、安心安全な
空間を維持し、新型コロナウイルス感染症の感染リ
スクを減少させる。
②　教育用備品、教育用消耗品

R4.4.1 R5.3.17 3,213,419 3,100,000

R４．４．１～教育用備品、教育用
消耗品を購入
R5.3.17備品及び消耗品購入
完了

教育用備品、教育用消耗品
指令台　2台
屋外スピーカ－設置　１基
鉄棒　４基
ハードル　10台
逆上がり補助機　１台
エンジンブロア　１台
プール排水用ポンプ　１基
ホワイトボード　５台
スクリーン（衝立）　６枚
脚折座卓　４台
アコーディオンカーテン　1
式
サーマルカメラ　２台
視力検査器　２台
オージオメーター　２台
プライベートロッカー　１台
ミシン　９台
跳箱　１台
レーザープリンタ　２台
デジタル体重計　１台
一輪車　２台

人との接触機会を減らし、
新型コロナウイルス感染リ
スクを減らすことにより、学
校内でのクラスター発生を
０件にすることができた。

生涯学習課

27
教育施設の屋外通
路整備事業

①学校施設において昇降階段が1箇所しかない校
舎において、屋外昇降階段を増設することにより、
密を避け、新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止を図る。
②階段の設置のための工事請負費

R4.8.3 R5.3.13 1,254,000 1,250,000

R５．１１．２８坂口建設と工事請
負契約締結
R5.3.13事業完了

柳野分校屋外昇降階段設
置

非常時、避難の密を避ける
ことにより、学校関係者間
の新規感染を０件にするこ
とができた。 生涯学習課

28
教育活動における
衛生確保事業

①　多人数で行動する集団宿泊事業について、密
を避けた移動手段を確保するため、既存の町有バ
スに加え、レンタルバスを活用し、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大防止を図る。
②　バス借上料、バスの運転委託費

R4.11.24 R4.12.23 326,260 320,000

R4.11.22運転手と運転業務委
託契約締結
R4.11.24、R4,11,26運転業
務
R4.12.23事業完了

バスの借上げ　４台
運転委託　４名

密を避けた移動手段を確保
することにより、学校関係
者間の新規感染を０件にす
ることができた。 生涯学習課

29
GIGAスクール遠隔
学習機能強化事業

①　臨時休校等に対応できるように遠隔学習機能
等を強化し、タブレットを自宅に持ち帰って学習が
できるように、タブレット用ＡＣアダプターを整備
する。新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防
ぐ。
②　タブレットACアダプター購入費用

R4.9.1 R.12.2 1,704,384 1,700,000

R４.9.12ＯＡシステム岩本と物
品購入契約締結
R４．１２．２事業完了

タブレット持ち帰り用ACア
ダプター　538台

タブレットを自宅に持ち
帰って学習等を行うことに
より、人との接触機会を減
らすことで、学校関係者間
の新規感染を０件にするこ
とができた。

生涯学習課

30
教育施設の二酸化
炭素測定器設置事
業

①　多人数が集まる学校施設において「換気の悪
い密閉空間」を改善することを目的に、換気が十分
にできているかを確認するため、二酸化炭素測定
器を使用し、換気のタイミングを見える化すること
で、適切に換気を行い、新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止を図る。
②　二酸化炭素濃度測定器購入費用

R4.9.1 R4.12.8 673,420 670,000

R４.9.1～二酸化炭素測定器を
購入
R4.12.8事業完了

二酸化炭素測定器　１台
二酸化炭素濃度測定器
106台

「換気の悪い密閉空間」を改
善することで、学校内での
クラスター発生を０件にす
ることができた。

生涯学習課

31
教員業務支援員配
置事業

①　臨時休校後の学校教育再開においては、新型
コロナウイルス感染症対策と教育の両立を図る必
要がある。このような中、教職員の業務負担が大き
な課題となっていることから、換気や消毒作業の
他、教職員の資料作成補助など感染防止対策業務
と学習支援業務をサポートするスタッフを配置す
ることで、教職員の業務負担軽減を図り、子どもが
安心して学べる教育環境を整備することができ
る。
②　教員業務支援員に係る費用

R4.7.1 R5.3.31 745,611 700,000

R４．７．１～R5.3.31
多良木中学校に教員業務支援員
1名を配置

教員業務支援員　1名 換気や消毒作業を徹底する
ことにより、学校内でのク
ラスター発生を０件にする
ことができた。

生涯学習課

32

新型コロナウイルス
感染防止社会体育
施設空調換気設備
設置事業

①中止・延期等を余儀なくされている体育活動や、
スポーツイベントに対して継続的な実施を図り、ま
た、スポーツ以外の利用として会議室等に利用す
るため、空調・換気設備を整備することで、３密対
策により安全な空間を提供し、新型コロナウイルス
感染のリスクを減少させる。
②空調・換気設備設置費用

R4.11.29 R5.1.19 800,800 750,000

Ｒ４.１０.１７見積入札
Ｒ５.１.１９事業完了

陸上競技場管理棟２基
野球場管理棟２基

多人数が利用する室内に換
気付きエアコンを導入した
ことで、感染症リスクの軽
減が図られた。

生涯学習課

33
子育て世帯支援事
業

①コロナ禍における原油価格・物価高騰等の影響
が大きい子育て世帯へ支援し、経済的負担を軽減
させる。
②給付金・事務費・委託料

R4.11.1 R5.3.31 16,880,518 16,400,000

R4.11.10　要綱制定
（R4.11.1より施行）
R4.11.16　給付金支給開始
R5.3.31　事業完了

事務費　246,118円
システム改修委託料
1,214,400円
給付金　15,420,000円

子育て世帯への経済的負担
を軽減することができた。

福祉課

34
多良木町生活応援
臨時給付金事業（重
点交付金分）

①本町は過疎地域であり、より電力・ガス・食料品
等価格高騰の影響を受けやすい。また今後もコロ
ナ禍における物価高騰が続けば、町民がその影響
を大きく受けるおそれがあり、緊急的に町民の消
費生活を支援する必要がある。また、一日も早い
支援が求められる状況でもあることから、マイナン
バー所有者で口座情報登録者を対象に、その情報
を活用し、早急に給付金を給付し、生活支援を行
う。
②給付金、人件費、諸経費（通常交付金併用
No35）

R4.10.17 R5.11.29 73,751,147 48,711,000

R4.11.1要綱制定
R4.11.2回覧にて周知
R411．21～24　全世帯分封詰
R4.11.28給付金口座確認書送
付
R5.2.24給付金振込（1回目）
R5.3.2回覧にて再度周知
R5.3.24給付金振込（2回目）
R5.6.23給付金振込（3回目）
R5.7.21未支給者に通知送付
R5.9.29給付金振込（4回目）
R5.10.27給付金振込（5回目）
R5.11.29給付金振込（6回目）

R4.2.1時点での対象者数
8,806名
R511.29最終支給済者
7,101名

マイナンバーカード所有者
の増加となり、公金受取口
座の登録支援も行ったこと
で、申請された方に、滞りな
く 振込むことができ、対象
者に生活支援を行うことが
できた。

住民ほけん課

35
多良木町生活応援
臨時給付金事業（通
常交付金分）

①本町は過疎地域であり、より電力・ガス・食料品
等価格高騰の影響を受けやすい。また今後もコロ
ナ禍における物価高騰が続けば、町民がその影響
を大きく受けるおそれがあり、緊急的に町民の消
費生活を支援する必要がある。また、一日も早い
支援が求められる状況でもあることから、マイナン
バー所有者で口座情報登録者を対象に、その情報
を活用し、早急に給付金を給付し、生活支援を行
う。
②給付金、人件費、諸経費（重点交付金併用
No34）

R4.10.17 R5.3.31 209,957 190,000

R4.11.1要綱制定
R4.11.2回覧にて周知
R411．21～24　全世帯分封詰
R4.11.28給付金口座確認書送
付
R5.2.24給付金振込（1回目）
R5.3.2回覧にて再度周知
R5.3.24給付金振込（2回目）

R4.2.1時点での対象者数
8,806名
R511.29最終支給済者
7,101名

マイナンバーカード所有者
の増加となり、公金受取口
座の登録支援も行ったこと
で、申請された方に、滞りな
く 振込むことができ、対象
者に生活支援を行うことが
できた。 住民ほけん課

36
疾病予防対策事業
費等補助金

①緊急風しん抗体検査等事業
コロナ禍において、公的な接種を受ける機会がな
かった男性（37.4.2生～S54.4.1生）に対し抗体
検査を実施してもらうためにクーポン券を発行し、
抗体検査の結果、風疹抗体が低い方に予防接種を
勧奨する。
②抗体検査委託料、クーポン券発送

R4.4.1 R5.3.31 280,664 100,000

R4.5.26：対象者にクーポン券
を発送
R5.3.31：R5年度事業を終了

抗体検査：検査者数25件
予防接種：接種者数10件

クーポン券の発行が受検の
きっかけとなったものの、
勧奨方法には課題がある。

住民ほけん課

37
公共施設の換気空
調システム設置事業

①公共施設において換気設備、空調設備等の対応
を強化し、「新たな生活様式」に適応させ、新型コロ
ナウイルス感染症の感染拡大防止を図る。
②換気付きエアコン整備費用

R4.6.10 R5.3.30 1,870,000 1,800,000

R4.8月見積入札
R5.3月30日事業完了

庁舎電算室空調機１基：
770,000円
多目的研修センター図書室
空調機１基：1,100,000円

多人数が利用する室内に換
気付きエアコンを導入した
ことにより、感染症のリスク
を軽減することができた。 総務課
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38
新型コロナウイルス
感染症経済対策商
品券発行事業

①商品券を販売する商工会へ15％のプレミアム分
を助成することで、個人消費の回復を図り、新型コ
ロナウイルス感染症の影響により低迷している地
域経済の活性化を図る。10,000円の商品券
（11,500円分）を4,000冊販売。
②補助金（プレミアム率15％分を補助）

R4.6.15 R5.3.31 6,000,000 6,000,000

R4.7.1　1回目販売（当日完売）
R4.12.1　2回目販売（当日完
売）
R5.3.31　換金終了

利用可能店舗　246店舗 特典分　3,000,000円×2回新型コロナウイルス感染症
及び物価高騰の影響により
収入が減少している生活者
の生活支援に繋がった。

産業振興課


